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豊かになる日本をめざします。
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立の平和な日本をめざします。
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人
を
欺
く
、
暴
行
・
脅
迫
す

る
、
財
物
窃
取
・
施
設
侵
入
な

ど
「
特
定
秘
密
を
保
有
す
る
者

の
管
理
を
害
す
る
行
為
」
に
よ

っ
て
「
特
定
秘
密
」
を
取
得
す

れ
ば

年
以
下
の
懲
役
だ
ぞ
、

10

と
国
民
を
威
嚇
す
る
特
定
秘
密

保
護
法
案
が
今
臨
時
国
会
に
提

出
さ
れ
、
審
議
休
み
な
し
の
特

別
委
員
会
ま
で
設
け
て
制
定
を

急
い
で
い
る
。

広
範
囲
か
つ
曖
昧
な

秘
密
の
範
囲

そ
の
「
特
定
秘
密
」
た
る
や
、

防
衛
（
自
衛
隊
法
別
表
の
「
防

衛
秘
密
」
を
移
し
替
え
）
、
外

交
、
ス
パ
イ
活
動
、
テ
ロ
活
動

の
４
分
野
に
わ
た
る
項
目
を
列

挙
し
て
い
る
が
、
そ
の
範
囲
が

き
わ
め
て
広
範
囲
か
つ
曖
昧
で

あ
る
う
え
、
何
を
秘
密
と
す
る

か
は
「
行
政
機
関
の
長
」
（
大

臣
以
下
の
官
僚
や
警
察
本
部

長
）
が
指
定
す
る
。
法
律
で
基

準
を
定
め
ず
、
第
三
者
機
関
の

チ
ェ
ッ
ク
も
働
か
な
い
か
ら
、

何
が
「
特
定
秘
密
」
に
当
た
る

の
か
、さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。

「
何
が
秘
密
？

そ
れ
も
秘
密
」

と
い
う
わ
け
だ
。

秘
密
を
囲
っ
て
い
る
の
は
、

役
所
だ
。
役
所
は
何
で
も
秘
密

に
し
て
国
民
の
目
か
ら
隠
し
、

国
民
の
福
祉
・
利
益
（
こ
れ
が

本
当
の
「
公
益
」
）
に
反
す
る

こ
と
を
こ
っ
そ
り
や
ろ
う
と
す

る
。
そ
の
例
は
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。
必
要
と
思
う
情
報
を

得
て
こ
そ
、
国
民
は
国
政
の
重

大
案
件
か
ら
日
常
生
活
に
関
わ

る
こ
と
ま
で
、
主
権
者
と
し
て

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ

か
ら
、
情
報
を
知
り
た
い
国
民

と
、
知
ら
れ
た
く
な
い
役
所
と

の
攻
防
は
、
そ
の
国
の
民
主
主

義
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
争
い
に

な
る
。
こ
こ
で
国
民
の
側
に
立

っ
て
国
民
の
「
知
る
権
利
」
に

応
え
よ
う
と
す
る
の
が
報
道
機

関
の
本
来
の
役
割
だ
。
使
命
に

忠
実
な
記
者
は
隠
し
た
が
る
相

手
か
ら
情
報
を
引
き
出
す
た
め

に
、
知
恵
を
絞
り
、
情
報
を
知

る
者
に
日
夜
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
。
し
か
し
、
権
力
を
恐
れ
ず
、

熱
心
で
ね
ば
り
強
い
取
材
行
為

は
、
秘
密
取
扱
い
業
務
従
事
者

（
民
間
業
者
を
含
む
）
の
秘
密

漏
え
い
と
、
冒
頭
の
「
管
理
を

害
す
る
行
為
」
を
共
謀
し
、
教

唆
し
、
煽
動
し
た
と
し
て
５
年

以
下
の
懲
役
に
な
る
。
御
用
記

者
以
外
の
取
材
者
は
刑
務
所
の

塀
の
上
を
伝
い
歩
く
の
と
紙
一

重
だ
。
取
材
活
動
に
つ
い
て
法

案
は
政
府
案
を
少
し
手
直
し
し

た
が
、
ま
や
か
し
だ
。

こ
の
法
律
は
、
一
般
国
民
も

容
赦
な
く
処
罰
す
る
。
人
が
何

か
を
知
ろ
う
と
し
た
り
、
調
べ

よ
う
と
す
る
、
あ
る
い
は
知
識

や
情
報
を
仕
入
れ
よ
う
と
す
る

と
、
闇
の
中
か
ら
「
秘
密
漏
え

い
罪
の
教
唆
！
」
な
ど
と
毒
矢

が
飛
ん
で
く
る
。
不
意
打
ち
か

ら
わ
が
身
を
守
る
方
法
は
な

い
。国

家
安
全
保
障
会
議

設
置
法
案
と
セ
ッ
ト

今
も
あ
る
安
全
保
障
会
議
を

改
め
て
、
国
家
安
全
保
障
会
議

（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
に
す
る
。

正
副
大
統
領
と
国
務
・
国
防
両

長
官
で
構
成
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ

を
真
似
て
、
首
相
、
官
房
長
官
、

外
務
・
防
衛
両
大
臣
の
４
大
臣

会
合
が
国
家
安
全
保
障
に
関
す

る
外
交
・
防
衛
政
策
の
司
令
塔

と
な
り
、
重
大
緊
急
事
態
に
お

け
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
。

内
閣
法
も
改
正
し
て
内
閣
官
房

に

人
規
模
の
国
家
安
全
保
障
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局
を
置
き
、
軍
人
も
入
れ
る
。

国
家
安
全
保
障
会
議
が
有
効

に
機
能
す
る
た
め
に
は
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
情
報
提
供
が
不
可
欠

で
あ
り
、
日
本
の
情
報
保
全
に

懸
念
を
表
明
し
た
ア
メ
リ
カ
の

要
求
に
基
づ
い
て
、
情
報
の
範

囲
を
拡
大
し
、
重
罰
を
科
し
て

情
報
漏
出
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
の
が
特
定
秘
密
保

護
法
で
あ
る
が
、
自
民
党
改
憲

草
案
が
国
防
軍
の
創
設
、
軍
事

裁
判
所
設
置
に
と
も
な
っ
て
制

定
を
予
定
し
て
い
る
法
律
で
も

あ
り
（
９
条
の
２
第
４
項
）
、

軍
事
国
家
体
制
の
一
翼
を
担

う
。戦

前
・
戦
中
の

「
大
本
営
」
体
制
の
再
現

こ
の
２
つ
の
法
律
と
、
閣
議

決
定
だ
け
の
集
団
的
自
衛
権
行

使
に
関
す
る
政
府
解
釈
変
更
に

よ
っ
て
、
容
易
に
成
功
し
そ
う

に
な
い
自
民
党
の
も
く
ろ
む
改

憲
が
実
現
し
た
状
態
を
先
取
り

す
る
。
「
国
防
軍
」
の
最
高
指

揮
官
と
し
て
の
首
相
に
、
「
緊

急
事
態
宣
言
」
を
発
す
る
権
限

を
与
え
、
内
閣
に
法
律
に
優
先

す
る
政
令
を
定
め
る
権
限
を
も

た
せ
る
（
さ
な
が
ら
戒
厳
令
）

と
す
る
改
憲
草
案
の
も
と
で
、

国
民
に
と
っ
て
重
要
な
す
べ
て

の
事
実
・
情
報
を
秘
密
の
ヴ
ェ

ー
ル
で
覆
い
隠
し
、
戦
争
へ
の

道
を
ひ
た
走
っ
た
戦
前
・
戦
中

の
「
大
本
営
」
体
制
が
こ
こ
に

再
び
姿
を
現
す
。
国
民
は
目
・

耳
・
口
を
ふ
さ
が
れ
、
政
府
の

一
方
的
な
情
報
を
注
入
さ
れ
て

正
常
な
思
考
力
、
判
断
力
を
失

い
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
そ
の
伝

声
増
幅
装
置
と
な
る
。

罪
刑
法
定
主
義
に

反
す
る
違
憲
の
法
律

秘
密
保
護
法
制
は
刑
法
、
公

務
員
法
、
自
衛
隊
法
、
刑
事
特

別
法
、
Ｍ
Ｄ
Ａ
秘
密
保
護
法
な

ど
十
分
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

新
規
立
法
は
必
要
な
い
。
重
大

と
さ
れ
る
秘
密
漏
え
い
事
件
は

過
去
に
５
件
の
み
、
そ
れ
も
懲

役

月
が
１
件
（
２
０
０
０
年

10
ボ
ガ
チ
ョ
ン
コ
フ
事
件
、
自
衛

隊
法
違
反
）
、
４
年
の
執
行
猶

予
付
き
懲
役
２
年
６
月
が
１
件

（

年
イ
ー
ジ
ス
艦
情
報
、
Ｍ

07
Ｄ
Ａ
秘
密
保
護
法
違
反
）
で
、

他
の
３
件
（
自
衛
隊
法
違
反
２

件
、
国
家
公
務
員
法
違
反
１
件
）

は
起
訴
も
さ
れ
て
い
な
い
。

人
の
行
為
を
罪
に
問
う
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
行
為
が
犯

罪
と
な
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
刑
罰
が
科
さ
れ
る
か

が
、
あ
ら
か
じ
め
刑
法
な
ど
国

会
が
定
め
た
法
律
（
政
令
で
定

め
て
は
い
け
な
い
）
で
明
確
に

規
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
に
該
当
し
な
い
限

り
、
人
は
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
と
い
う
意
味
で
、
刑
罰
法

規
に
も
人
権
を
保
障
す
る
機
能

が
備
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
原
則

を
罪
刑
法
定
主
義
と
い
い
、
憲

法

条
が
「
法
の
適
正
な
手
続
」

31
と
し
て
保
障
し
て
い
る
。
「
秘

密
」
の
範
囲
が
著
し
く
広
く
内

容
も
あ
い
ま
い
で
、
重
罰
に
偏

し
た
特
定
秘
密
保
護
法
は
罪
刑

法
定
主
義
に
反
す
る
違
憲
の
法

律
で
あ
る
。

各
界
に
急
速
に
広
が
る
反
対

行
動
と
手
を
携
え
て
、
制
定
阻

止
に
立
ち
あ
が
ろ
う
。
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何
が
秘
密
？

そ
れ
も
秘
密

国
民
の
目
、
耳
、
口
を
ふ
さ
ぐ
秘
密
保
護
法
案
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鳥
取
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会
は

月

日
、
北

10

19

条
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
で

「
憲
法

条
・

条
が
輝

9

25

く
新
し
い
福
祉
国
家
」
～

税
と
社
会
保
障
に
未
来
は

託
せ
な
い
～
を
テ
ー
マ
に

二
宮
厚
美
神
戸
大
学
名
誉

教
授
の
講
演
会
を
開
催
、

１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

二
宮
先
生
は
、
憲
法
の
歴
史

か
ら
見
て
も

条
と

条
の
両

9

25

方
が
解
釈
改
憲
の
動
き
に
さ
ら

さ
れ
て
お
り
極
め
て
重
要
な
時

期
に
入
っ
た
と
言
え
る
と
し
、

①
集
団
的
自
衛
権
は
現
行
憲
法

で
も
行
使
で
き
る
と
解
釈
改
憲

を
行
い
、
憲
法

条
の
改
憲
発

96

議
要
件
も
、
国
会
議
員
の
過
半

数
で
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
安
倍
首
相
の

ポ
ス
タ
ー
に
「
日
本
を
取
り
戻

す
」
と
あ
る
が
、
戦
後
の
憲
法

体
制
を
否
定
し
て
、
戦
前
の
日

本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い

る
。
②
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
で
は
、
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
が

月
に
答
申
を

8

出
し
た
が
、
人
権
と
い
う
言
葉

が
消
え
、
自
助
を
基
本
と
し
て

自
分
の
責
任
に

シ
フ
ト
。
共
助

も
自
助
の
共
同

化
と
い
う
こ
と

で
、
保
険
料
だ

け
で
ま
か
な
う
保
険
主
義
の
強

化
を
進
め
、
そ
れ
で
も
や
れ
な

い
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
だ
け
公

助
の
対
象
に
す
る
低
所
得
層
限

定
の
公
費
投
入
な
ど
、
憲
法
25

条
を
解
体
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
指
摘
。消
費
税
に
つ
い
て
は
、

「
最
低
生
活
費
非
課
税
の
原
則

を
侵
害
す
る
の
が
消
費
税
」
、

社
会
保
障
は
、
「
必
要
充
足
、

応
能
負
担
が
原
則
で
、
人
権
は

無
条
件
に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
が
、
生
活
保
護
に

扶
養
義
務
を
持
ち
出
し
、
保
育

は
認
定
子
ど
も
園
を
突
破
口
に

直
接
契
約
・
利
用
者
補
助
金
に

よ
る
市
場
化
推
進
を
進
め
、
医

療
は
急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性

期
に
分
け
た
病
院
の
機
能
分
化

と
病
院
か
ら
の
追
い
出
し
、
介

護
は
要
支
援
の
人
を
介
護
保
険

か
ら
外
し
、
特
養
は
要
介
護
１

・
２
を
対
象
外
と
す
る
な
ど
、

憲
法

条
を
否
定
す
る
社
会
保

25

障
全
般
の
解
体
が
狙
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
そ
う
簡
単
に
国
民

が
こ
う
し
た
策
動
を
許
さ
な
い

こ
と
は
先
の
参
議
院
選
挙
が
示

し
た
と
し
、
改
憲
、
原
発
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
、
消
費
税
、
米
軍
基
地
、

社
会
保
障
な
ど
一
点
共
闘
の
同

時
多
発
的
展
開
の
時
代
に
入

り
、
維
新
の
会
の
橋
下
で
鬱
憤

を
晴
ら
す
の
で
な
く
、
半
沢
直

樹
で
鬱
憤
を
晴
ら
す
方
向
へ
の

世
論
の
転
換
が
生
ま
れ
て
い
る

と
力
説
さ
れ
、
一
点
共
同
が
点

か
ら
線
へ
、
線
か
ら
面
へ
発
展

し
得
る
情
勢
の
展
望
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

【
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

事
務
局
長

植
谷
和
則
】

地
域
の
動
き

結
成
後
２
年
の
活
動

◆
平
和
で
暮
ら
し
よ
い

境
港
を
つ
く
る
会
◆

「
統
一
戦
線
組
織
で
あ
る
と

と
も
に
、「
市
民
の
た
め
の
会
」

に
な
る
よ
う
奮
闘
し
て
き
ま
し

た
。結

成
直
後
か
ら
取
り
組
ん
だ

１
の
日
の
「
原
発
ゼ
ロ
」
「
島

根
原
発
の
廃
止
・
中
止
」
を
求

め
る
署
名
は
、
昨
年
９
月
末
ま

で
に
３
０
０
０
筆
（
有
権
者
比

で

人
に
１
人
）近
く
を
集
め
、

10
国
と
中
国
電
力
に
届
け
ま
し

た
。境

港
は
原
発
事
故
が
起
き
れ

ば
第
一
当
事
者
に
な
る
危
険
が

あ
り
、
福
島
の
原
発
事
故
は
私

た
ち
自
身
の
問
題
だ
か
ら
で
す

署
名
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に

市
民
の
関
心
は
高
く
、
「
会
」

の
活
動
に
「
私
た
ち
が
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
に

ご
苦
労
様
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
声
援
を
送
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
市
の
「
原
発
事
故

広
域
避
難
計
画
」
住
民
説
明
会

が
各
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
「
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
ず

避
難
す
る
こ
と
な
ど
不
可
能
」

な
ど
危
険
な
実
態
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
電
が
原
発
再
稼
動
の
申
請

を
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
中
、

引
き
続
き
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

取
り
組
み
に
力
を
入
れ
つ
つ
、

消
費
税
増
税
反
対
の
運
動
、
憲

法
改
悪
反
対
の
世
論
を
高
め
る

た
め
の
学
習
と
、
全
国
革
新
懇

が
作
成
し
た
連
名
ポ
ス
タ
ー
２

０
０
枚
（
張
り
出
せ
ば

軒
に

50

１
枚
）
の
張
り
出
し
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
【
長
尾
達
也
】

鳥
取
県
か
ら
は
、
鳥
取
市
庁

舎
新
築
移
転
問
題
で
の
特
別
報

告
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対

の
一
点
共
闘
で
無
党
派
の
人
々

「
核
戦
争
の
危
機
か
ら
子
ど

も
を
守
ろ
う
」
と
始
ま
っ
た
母

親
大
会
。
鳥
取
県
母
親
大
会
も

今
年
で

回
を
迎
え
ま
し
た
。

50

記
念
す
べ
き

回
大
会
を
多
く

50

の
参
加
者
で
成
功
さ
せ
た
い

と
、
今
年
は
映
画
「
ひ
ま
わ
り
」

を
上
映
し
ま
し
た
。
１
９
５
９

年
に
沖
縄
県
石
川
村
で
起
き
た

ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
故
と
現
在

の
基
地
被
害
を
つ
な
ぐ
映
画
で

す
。
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
こ

う
と
す
る
沖
縄
国
際
大
学
の
大

学
生
た
ち
が
、
ネ
ッ
ト
で
の
中

傷
に
め
げ
る
と
こ
ろ
も
リ
ア
ル

で
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
若
い

人
に
こ
そ
見
て
欲
し
い
映
画
だ

と
い
う
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
母
親
大
会
も
、
若

い
世
代
へ
の
継
承
が
大
き
な
課

題
で
す
が
、
「
生
命
を
生
み
だ

す
母
親
は
、
生
命
を
育
て
生
命

を
守
る
こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
今
も
輝
き
を

失
う
こ
と
は
な
い
と
感
じ
ま

す
。
実
行
委
員
会
で
は
カ
ン
パ

で
「
島
根
原
発
は
廃
炉
に
」
の

大
型
看
板
を
境
港
余
子
駅
近
く

に
立
て
ま
し
た
。【
田
村
真
弓
】

と
の
共
同
を
広
げ
た
こ
と
、「
全

国
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
」
が
人
口

比
０
．
０
７
５
％
で
全
国
２
位

と
な
っ
た
こ
と
、
奈
良
県
に
学

ん
で
役
員
体
制
を
変
更
し
、
専

門
部
体
制
を
築
い
て
き
た
こ
と

な
ど
を
報
告
。奈
良
県
か
ら
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
集
会
、
パ
レ
ー
ド

な
ど
の
活
動
、
「
脱
原
発
奈
良

デ
モ
行
動
」
が

回
を
越
え
た

50

こ
と
、
世
界
遺
産
の
平
城
京
広

場
の
セ
メ
ン
ト
舗
装
化
反
対
運

動
、
「
限
界
集
落
」
対
策
で
党

派
を
超
え
て
の
村
を
守
る
運
動

や
組
織
づ
く
り
の
取
り
組
み
、

地
方
議
員
の
い
る
と
こ
ろ
で
の

革
新
懇
結
成
の
取
り
組
み
な
ど

が
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
奈
良
と
鳥
取
で
定

期
的
に
交
流
す
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
。【
草
刈

司
】

総
会
で
は
、
こ
の
一
年
の
活

動
を
総
括
。
消
費
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

脱
原
発
、
地
域
再
生
、
米
軍
基

地
、
憲
法
、
地
方
政
治
の
革
新

な
ど
、
当
面
す
る
諸
課
題
に
取

り
組
み
つ
つ
、
今
年
を
革
新
懇

づ
く
り
の
飛
躍
の
年
に
す
る
た

め
、
①
職
場
・
地
域
・
分
野
別

「
革
新
懇
」
の
結
成
、
②
「
革

新
懇
ニ
ュ
ー
ス
」
読
者
の
人
口

比
全
国
１
位
を
目
指
す
こ
と
な

ど
を
確

認
。決

算

・
予
算

を
承
認

し
、
新

役
員
を

選
出
し

ま

し

た
。

激
突
の
情
勢
の
も
と
で

県
革
新
懇
総
会
を
開
催
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憲
法
９
条
・

条
が
輝
く

25新
し
い
福
祉
国
家
を

講演する二宮厚美氏（１０月１９日・北栄町）

県社会保障
推進協議会
が学習講演

＝食の安全脅かすＧＭ作物＝

ド
キ
ュ
メ

モ
ン
サ
ン
ト
は
、
ア
メ
リ
カ

子
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
現
実
を

す
。
日
本
で
は

ン
タ
リ
ー
映

に
本
社
を
置
く
多
国
籍
企
業
。

突
き
つ
け
ま
す
。

近
年
、
外
来
の

画
「
モ
ン
サ

日
本
で
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る

伝
え
ら
れ
る
内
容
が
衝
撃
的

動
植
物
が
大
き

ン
ト
の
不
自

除
草
剤
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
を
開

だ
っ
た
こ
と
、
そ
う
し
た
事
実

な
問
題
に
な
っ

然
な
食
べ
も

発
、
そ
の
除
草
剤
に
耐
性
を
持

を
知
ら
な
い
こ
と
、
２
つ
の
意

て
い
ま
す
。
で

の
」
の
上
映

つ
Ｇ
Ｍ
作
物
種
子
と
セ
ッ
ト
販

味
で
怖
い
映
画
で
し
た
。
そ
れ

も
、
そ
れ
ら
は
生
息
地
が
本

会
が

月
６

売
し
て
シ
ェ
ア
拡
大
を
図
っ
て

で
も
多
く
の
科
学
者
ら
が
「
真

来
と
は
違
う
だ
け
で
、
遺
伝

10

日
に
米
子
市

い
ま
す
。

実
」
を
求
め
て
活
動
を
展
開
し

子
的
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

日
に
鳥
取

映
画
は
、
同
社
の
世
界
各
国

て
い
る
こ
と
に
勇
気
づ
け
ら
れ

し
か
し
、
Ｇ
Ｍ
作
物
は
そ
う

19市
で
開
か
れ

で
の
企
業
活
動
を
丹
念
に
追
っ

ま
す
。

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
来
種

ま
し
た
。

て
い
ま
す
。
国
の
首
脳
も
巻
き

映
画
を
見
な
が
ら
、
２
つ
の

の
駆
除
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と

両
市
の
上

込
ん
だ
陰
謀
の
数
々
。
利
益
の

こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

て
つ
も
な
い
影
響
を
も
た
ら

映
会
に
は
約

た
め
な
ら
企
業
に
と
っ
て
「
不

１
つ
は
フ
ク
シ
マ
の
現
実
。
原

す
の
で
は
な
い
か
と
、
寒
気

５
５
０
人
が

都
合
な
真
実
」
は
徹
底
的
に
隠

発
神
話
も
、
あ
の
よ
う
に
作
り

を
覚
え
ま
し
た
。

参
加
、
遺
伝

蔽
す
る
。
良
心
を
か
け
て
研
究

出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ

同
社
の
よ
う
な
「
ア
グ
リ

子
組
み
換
え

す
る
科
学
者
を
脅
し
、
社
会
的

と
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
巨
人
」
た
ち
が

（
Ｇ
Ｍ
）
農

に
抹
殺
し
よ
う
と
す
る
。
イ
ン

も
う
１
つ
は
、
Ｇ
Ｍ
作
物
が

狙
っ
て
い
る
の
が
環
太
平
洋

作
物
の
危
険

ド
で
は
在
来
種
が
市
場
か
ら
姿

存
在
す
る
だ
け
で
持
つ
危
険
性

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
で
あ

性
を
再
認
識

を
消
し
、
Ｇ
Ｍ
綿
し
か
栽
培
で

で
す
。
「
食
べ
な
け
れ
ば
い
い

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま

し
ま
し
た
。

き
な
い
農
家
か
ら
「
自
殺
の
種

で
し
ょ
」
で
は
済
ま
な
い
の
で

せ
ん
。

【
村
上
俊
夫
】

｢モンサントの不自然な食べもの｣に５５０人

日
吉
津
で

鳥
取
県
母
親
大
会

奈良革新懇と交流
８月２０日～２１日

総会風景（９月１６日・北栄町）

岩美町・浦富での交流会


